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一般社団法人日本ソフトウェア科学会 2022年度定時社員総会 
 

 

1. 日  時 2022 年 6 月 23 日（木）18：00～19:00 

 

2. 場  所 オンライン開催 

 

3. 議  案 

第 1 号議案 2021 年度事業報告の承認の件 

第 2 号議案 2021 年度決算の承認の件 

第 3 号議案 2022～2023 年度役員の選任の件 

 

4. 報告事項 

1. 2022 年度事業計画の件 

2. 2022 年度予算の件 

 

以上 



2021年度事業報告
1. 会員

2022年 3月 31日現在の会員状況は次の通りである．
正会員 693名　　　　　準会員 15名
名誉会員 17名　　　　　団体会員 5団体
学生会員 27名　　　　　賛助会員 3社

2021年 3月 31日時点での正会員数は 692名であり，そこから 1名増加したことに
なる．
正会員の年齢構成を次のグラフに示す．50 才以上の正会員が 66%程度，40-49 才の

正会員が 24%程度，30-39 才の正会員は 8%程度である．なお，20代の正会員が少な
いが，20代の会員の多くは学生会員であると想定される．
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　正会員の年齢構成

2. 会議の開催
2.1 総会（2021年度）

日　時： 2021年 6月 23日（水）18:00～19:00

場　所： オンライン
出席者： 代表会員 38名（委任状を含む）（代表会員総数 43名）
議　案： 第 1号議案 2020年度事業報告の承認の件

第 2号議案 2020年度決算の承認の件
第 3号議案 2021–2022年度役員選任の件

議決の定数を超える 38名（委任状を含む）の出席があり，増原英彦理事長を議長に，
第 1 号議案，第 2 号議案を審議し，決算が適正であるとの 2020年度監事の報告を受
けて，満場一致でこれらを承認した．続いて第 3 号議案について審議し，役員候補者
選挙で選出された役員候補者を役員として選任することも満場一致で議決した．
なお，通常行われる総会終了後の名誉会員記の授与式は，大会にて行われることと

なった．

2.2 理事会・役員会
理事会は，第 52回（2021–05–26）から第 57回（2022–03–25）まで 6回開催した．役

員会は，第 70回（2021–05–18）から第 76回（2022–03–17）まで 7回開催した．2021

年度の理事及び監事は次の通りである．
理事長　　増原英彦
副理事長　高田広章
理　事　　綾塚祐二　　五十嵐淳　　石橋圭介　　井上拓　　　鵜川始陽
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　　　　　鵜林尚靖　　馬谷誠二　　大囿忠親　　沢田篤史　　野田夏子
　　　　　前田俊行 　　　
監　事　　大場みち子　吉岡信和

2.3 評議員会
令和元年度評議員会をオンラインにて開催し（2021–09–15），学会運営について討議

した．評議員会開催時における評議員は次の通りである（会員番号順）．
　　井上克郎　　筧捷彦　　　高橋和子　　佐藤周行　　中島震
　　上田和紀　　丸山宏　　　中島秀之　　大堀淳　　　二木厚吉
　　大須賀昭彦　加藤和彦　　玉井哲雄　　田中二郎　　本位田真一
　　佐々政孝　　柴山悦哉　　米崎直樹　　大沢英一　　深澤良彰
　　亀山幸義

3. 事業
3.1 機関誌編集
第 362回（2021–04–26），第 363回（2021–08–06），第 364回（2021–11–18），第 365

回（2022–02–24）の 4回の編集委員会を開催し，学会誌「コンピュータソフトウェア」
第 38巻第 2～4号および第 39巻第 1号を発行した．うち，第 39巻第 1号はサイバー
増大号であり，冊子体とサイバーページ（電子出版）から構成した．また，「ソフトウェ
ア工学の基礎」（第 38巻第 4号），「ソフトウェア論文」（第 39巻第 1号）の特集を組
んだ．
第 26回研究論文賞として，以下の 2件を選定した．
・Koji Nakazawa, Makoto Tatsuta, Daisuke Kimura, Mitsuru Yamamura: 「Spa-

tial Factorization in Cyclic-Proof System for Separation Logic」Vol. 37 No. 1

(2020)

・石井綾郁，椎尾一郎: 「電気分解気泡による液体表面への情報表示」Vol. 37 No. 4

(2020)

また，第 7回ソフトウェア論文賞として，以下の 1件を選定した．
・高田広章: 「静的 OS のための静的 API とコンフィギュレータ」Vol. 37 No. 3

(2020)

2021年度の編集委員会の構成は次の通りである．
編集委員長　　河野健二
編集副委員長　横山大作　　林晋平
編集担当理事　鵜川始陽　　馬谷誠二
編集委員　　　青木利晃　　阿萬裕久　　綾塚祐二　　五十嵐悠紀　　石井大輔
　　　　　　　伊藤恵　　　岩崎英哉　　河合栄治　　河内谷清久仁　川端英之
　　　　　　　粂野文洋　　小宮常康　　沢田篤史　　島慶一　　　　杉浦裕太
　　　　　　　住井英二郎　宋剛秀　　　高田眞吾　　千葉滋　　　　中澤仁
　　　　　　　中野圭介　　花川典子　　松田一孝　　松野裕　　　　門田暁人
　　　　　　　山田浩史　　吉田則裕

3.2 企画委員会
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2022年 3月 9日にオンラインで企画委員会を開催した。
2021年度の企画委員は次の通りである。
企画委員長　　　綾塚祐二
企画担当理事　　綾塚祐二　五十嵐淳
企画委員　　　　綾塚祐二　　五十嵐淳　　大越匡　　大嶽智裕
　　　　　　　　木下修司　　來間啓伸　　前田直人　　横山大作
研究会リエゾン委員
　　　　　　　　阿萬裕久 (FOSE)　市川尚 (rePiT)　　伊藤貴之 (ISS)

　　　　　　　　鎌田篤慎 (MLSE)　　栗原聡 (EIN)　　東藤大樹 (MACC)

　　　　　　　　西崎真也 (PPL)　　松野裕 (DSW)

3.3 大会
2021年 9月 1日～3日に，第 38回大会を開催した．また 8月 31日には大会併設イ

ベントとしてチュートリアル企画，PPLサマースクール，および大会前夜祭を開催し
た．今大会は，COVID-19感染拡大の状況を鑑み，全プログラムをオンラインにて開
催した．
招待講演，基礎研究賞特別講演，トップカンファレンス特別講演を企画した他，一般

セッション，研究会セッション，ソフトウェア論文セッション，デモ・ポスターセッ
ションを設けた．基礎研究賞特別講演は第 32回大会で，研究会セッションは第 27回大
会で導入したものをそれぞれ継承したものである．第 29回大会から大会本体の登壇発
表者の条件を緩和したことから，それ以前にあった「学生セッション」等は設置しない
こととし，デモ・ポスターセッションにおいて「予稿なし」のみとすることも継承した．
第 27回大会で導入した学生奨励賞および第 34回大会で導入した優秀発表賞も継承し
た．さらに，第 34回大会で導入したスポンサー募集も継承し，5社からの支援を得た．
大会参加者は，303 名 (正会員 97 名，学生会員 2 名，一般非会員 17 名，学生非会

員 178 名，基調講演者 1 名，招待講演者 1 名，基礎研究賞特別講演者 1 名 (1 名は
正会員として参加)，スポンサー枠 6 名) であった．発表件数は，基調講演 1 件 (Alex

Ratner氏)，招待講演 1 件 (安岡孝一氏)，基礎研究賞特別講演 2 件 (増井俊之氏，千葉
滋氏) ，トップカンファレンス特別講演 6 件，一般セッション 14 件，研究会セッショ
ン 34 件 (FOSE: 5 件，PPL: 21 件，rePiT: 6 件，MLSE: 2 件)，研究会と一般の合同
セッション 10 件 (FOSE・一般: 2件，PPL・一般: 8件)，ソフトウェア論文セッショ
ン 3 件，デモ・ポスターセッション 15 件であった．この他に，プログラム委員会に
よる企画セッションとして，2021年 5月に逝去された青山幹雄先生の追悼セッション
を開催した．大会前日の 8 月 31 日には，学会の企画委員会によるチュートリアル企画
「量子コンピュータの基本動作と高速シミュレータ Qulacsのチュートリアル」を実施
し，64 名の参加者を得た．また，PPL研究会によるサマースクール企画「JavaScript

処理系と Chromeブラウザの実装技術」には，340 名の参加者を得た．さらに同日の
夕刻，第 37回大会で実施した大会前夜祭を引き続き開催，「AI研究者に聞く! AIブー
ムと学会：これまでと今、そしてこれからの話をしよう!」と題したパーソナリティと
ゲストによるトークショー形式のイベントを開催した．このイベントは大会に参加登
録しなくても誰でも無料で参加できるイベントとし，183名の参加を得た．
講演論文集はWebサイトで公開した．この論文集は，大会終了後，オンライン資料

として国立国会図書館に納入した．
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大会における優れた登壇発表に対して与えられる高橋奨励賞は，次の 2件である．
・鈴木 遼 (早稲田大学)：「情報可視化やインタラクションのためのライブラリ

Siv3D の機能強化と C++17, C++20 への対応」
・鵜川 始陽 (東京大学)：「オブジェクトの到達可能性による永続化をリードバリ

アを使わずに実現するアルゴリズムとその予備評価」
学生奨励賞は，次の 5件である．
・白石誠 (東京大学): 「コード内にコメントを入れる時に適切なコメントを例示す

るシステムの開発」
・安積直道 (電気通信大学): 「ソフトウェアテストを評価するためのバグ入りアプ

リケーションの自動生成」
・鈴木遼 (早稲田大学): 「情報可視化やインタラクションのためのライブラリ

Siv3D の機能強化と C++17, C++20 への対応」
・佐野仁 (早稲田大学):「ハイパーグラフ書き換え系への構文駆動で compositional

な構文・意味論の提案」
・山田悠也 (名古屋大学): 「解集合プログラミングに基づく組合せ遷移ソルバーの

実装方式に関する考察」
優秀発表賞は，次の 9件である．
・野城滉司 (筑波大学): 「血小板による止血機構に基づいた最適化手法」
・中木裕章 (北陸先端科学技術大学院大学): 「機械学習応用システムの要求工学に

関する一考察: 要求獲得上の課題特定のセンスメイキング論的アプローチ」
・丸山宏 (Prefferd Networks): 「ものづくりとソフトウェア」
・Faustin Date (群馬大学):「GSOL: A Confluence Checker for Haskell Rewrite

Rules」
・鈴木智大 (東京工業大学): 「篩型による JMLの拡張」
・高山裕暉 (大阪工業大学): 「オンライン環境におけるグループディスカッション

支援のための注視状況可視化システムの提案」
・藤生和希 (群馬大学): 「CUI on Web: ソフトウェア検証やテスト CUIのため

のモダンWebインターフェース枠組」
・鈴木遼 (早稲田大学): 「情報可視化やインタラクションのためのライブラリ

Siv3D の機能強化と C++17, C++20 への対応」
・奥田勝己 (東京大学・三菱電機): 「パーサの段階的開発のための対話による文法

編集に向けて」
第 38回大会の役員は次の通りである．本大会では第 34回で導入したプログラム副

委員長を設けた．
大会委員長　　　　　　増原英彦
運営委員長　　　　　　本田晋也
プログラム委員長　　　今井健男
プログラム副委員長　　林晋平，今井敬吾
広報委員長　　　　　　山本椋太

プログラム委員
　　　　今井健男　　林晋平　　　今井敬吾　　青木利晃
　　　　五十嵐淳　　石川冬樹　　伊藤恵　　　小宮常康
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　　　　沢田篤史　　平石拓

大会担当理事　　　　　野田夏子　　沢田篤史

3.4 講習会
2021年度大会併設イベントとして 2021年 8月 31日に藤井啓祐氏 (大阪大学教授 量

子情報・量子生命研究センター)を講師として「量子コンピュータの基本動作と高速シ
ミュレータ Qulacsのチュートリアル」チュートリアルを開催した。

3.5 研究会
2021年度は，次の 8研究会が活動した．各研究会の主な活動は下記の通りである．

(1) 「プログラミング論」研究会（主査：八杉 昌宏）
2021年度運営体制
a) 主査
八杉 昌宏 (主査: 九州工業大学)

b) リエゾン企画委員
西崎 真也 (東京工業大学)

c) 運営委員
上野 雄大 (東北大学→新潟大学)，海野 広志 (筑波大学)，笹田 耕一 (クックパッド)，末
永 幸平 (京都大学)，寺内 多智弘 (早稲田大学)，西崎 真也 (東京工業大学)，平石 拓 (京
都橘大学)，松崎 公紀 (高知工科大学)，八杉 昌宏 (主査: 九州工業大学)

第 38回大会研究会セッション，トップカンファレンス特別講演の実施
セッションコーディネータ：平石 拓 (京都橘大学)

PPLセッション，PPL・一般セッションとして，発表 23件 (通常発表 21件，ショート
発表 2件) からなる 8セッションを実施した．また，2件のトップカンファレンス特別講
演を実施した．
第 18 回プログラミングおよびプログラミング言語に関するサマースクール (PPL

Summer School 2021) の主催
日時：2021年 8月 31日 (火) 13時～18時
場所：オンライン (日本ソフトウェア科学会第 38回大会 併設)

テーマ：JavaScript処理系と Chromeブラウザの実装技術
講師: 鵜川 始陽 (東京大学)，中川 博貴，服部 慶士，椎野 裕樹 (グーグル合同会社)

幹事: 笹田 耕一 (クックパッド)

参加登録費：一般会員 無料，一般非会員 1,000円，学生（会員・非会員を問わず）無料
参加人数：340名 (一般会員 64名，一般非会員 125名，学生 151名：　 学生については
会員・非会員の別を収集していない)

第 24回プログラミングおよびプログラミング言語に関するワークショップ (PPL 2022)

の主催
日時・場所：2022年 3月 6日 (日)～8日 (火)，オンライン
プログラム共同委員長：稲葉 一浩 (Google)，江本 健斗 (九州工業大学)，組織委員長：
新屋 良磨 (秋田大学)
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開催形式：当初は研究会形式にて東京工業大学でのハイブリッド開催を想定していたが，
COVID-19拡大防止のためオンライン開催（Zoom，Gather，Slackを利用）とした．カ
テゴリ 1～4の発表と招待講演で構成．
参加登録費：一般会員 4,000円，一般非会員 7,000円，学生（会員・非会員を問わず）無料
参加人数：一般会員 71名，一般非会員 43名，学生 214名（学生については会員・非会
員の別を収集していない）
発表数：招待講演 2，カテゴリ 1 (国内外で未発表の論文の発表) 28，カテゴリ 2 (国際会
議・学術雑誌等で既発表の論文の紹介) 9，カテゴリ 3 (ポスター・デモ発表) 54，カテゴ
リ 4 (サーベイ・チュートリアルの発表) 0．

(2) 「マルチエージェントと協調計算」研究会（主査：大囿忠親）
2021年度運営体制
a) 主査
大囿忠親 (名古屋工業大学)

b) リエゾン企画委員
東藤大樹 (九州大学)

c) 運営委員
櫻井祐子 (産業技術総合研究所)

清雄一 (電気通信大学)

Symposium on Multi Agent Systems for Harmonization 2021 Summer

Symposium (SMASH21 Summer) 開催（情報処理学会 ICS 研究会および人工
知能学会 データ指向構成マイニングとシミュレーション研究会との共催）
　日時：2021年 9月 15日、16日
　会場：オンライン
　参加者数 40

　（発表数 23）
Symposium on Multi Agent Systems for Harmonization 2022 Winter Sym-

posium (SMASH22 Winter) 開催（情報処理学会 ICS研究会および人工知能学会
データ指向構成マイニングとシミュレーション研究会との共催）
　日時：2022年 2月 21日
　会場：オンライン
　参加者数 40

　（発表数 26）
その他
・クラウドソーシング研究会に協賛

(3) 「インタラクティブシステムとソフトウェア」研究会（主査：寺田努）
2021年度運営体制
a) 主査
寺田努 (神戸大)

b) リエゾン企画委員
伊藤貴之 (お茶大)

c) 運営委員
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櫻井祐子 (産業技術総合研究所)

綾塚祐二 (クレスコ) ，五十嵐悠紀 (明治大)，伊藤貴之 (お茶大)，丸山一貴 (明星大)，宮
下芳明 (明治大)，脇田建 (東工大)

第 29 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ (WISS

2021)主催
日時：2021年 12月 8–10日
場所：ザ・浜名湖＋オンライン
プログラム委員長：寺田 努
実行委員長：真鍋 宏幸
副実行委員長：村尾 和哉
その他
・コンピュータソフトウェア誌へのWISS 2021 推薦論文の提案　（WISS2021 のロング
ペーパー採録論文のうち 7件について著者へ投稿を推奨した）
・情報処理学会インタラクション 2022に協賛
・エンタテインメントコンピューティング 2021に協賛

(4) 「ソフトウェア工学の基礎」研究会（主査：沢田篤史）
2021年度運営体制
a) 主査
沢田 篤史（南山大学）
b) リエゾン企画委員
阿萬 裕久（愛媛大学）
第 28回ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE2021

日時：2021年 11月 11–13日
場所：磐梯熱海温泉 ホテル華の湯（福島県郡山市）およびオンラインのハイブリッド開催
プログラム委員長：
名倉 正剛（南山大学），関澤 俊弦（日本大学）
出版委員長：
柏 祐太郎（九州大学）
オンライン運営委員長：
槇原 絵里奈（同志社大学）
　主催：　日本ソフトウェア科学会 ソフトウェア工学の基礎研究会
　共催：　 IEEE Computer Society Japan Chapter

　協賛：　情報処理学会 ソフトウェア工学研究会
　　　　　電子情報通信学会 ソフトウェアサイエンス研究会
　　　　　電子情報通信学会 知能ソフトウェア工学研究会
　発表論文数：フルペーパー 6件，ショートペーパー 13件，
　　　　　ライブ論文 14件，デモ・ポスター 16件
　　　　　合計 49件
　参加者数： 117名（現地参加 44名，オンライン参加 73名）
　　　　　現地参加内訳：　　　一般・会員 15名，一般・非会員 13名，招待 1名
　　　　　　　　　　　　　　　学生・会員 0名，学生・非会員 15名
　　　　　オンライン参加内訳：一般・会員 28名，一般・非会員 18名
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　　　　　　　　　　　　　　　学生・会員 0名，学生・非会員 27名
　コンピュータソフトウェア誌への研究会推薦論文：
　通常論文として 4件， レター論文として 7件を推薦．
日本ソフトウェア科学会大会 FOSE研究会セッション
　日時： 2021年 9月 1日–3日
　場所： オンライン　コーディネータ：沢田 篤史（南山大学）
　発表件数：7件 (FOSEセッション 5件，FOSE・一般セッション 2件)

コンピュータソフトウェア「ソフトウェア工学の基礎」特集号
　特集号編集委員: 沢田 篤史（代表者，南山大学），名倉 正剛（ゲストエディタ、南山大
学），関澤 俊弦（ゲストエディタ、日本大学），阿萬 裕久（愛媛大学），門田 暁人（岡山
大学），花川 典子（阪南大学），高田 眞吾（慶應義塾大学）
　投稿数：12件（通常 7件 レター 5件）
　 FOSE2021開催報告 (トピックス)

(5) 「ディペンダブルシステム」研究会（主査：前田俊行）
昨年度までより引き続き，ディペンダブルシステムの理論や実装に関する先導研究を推進
するための討論・研究成果発表の場を設けることを目的に活動を行った．
主査: 前田 俊行 (千葉工業大学)

運営委員: 阿部 洋丈 (筑波大学), 石井 大輔 (北陸先端科学技術大学院大学), 松野 裕 (日
本大学), 大場 勝 (日産自動車), 木下 修司 (東京都立産業技術大学院大学), 松原 克弥 (公
立はこだて未来大学)

第 19回ディペンダブルシステムワークショップ (DSW2021) の開催
日時: 2021年 12月 16日 (木)・17日 (金)

場所: オンライン
幹事: 木下 修司, 阿部 洋丈, 石井 大輔, 大場 勝, 松野 裕, 松原 克弥
本分野の研究者間・学生間のつながりの構築を目指してワークショップを開催した．総勢
27 名の参加登録があり，7 件の発表があった．また 3 件の招待講演を行った．

(6) 「ネットワークが創発する知能」研究会（主査：栗原聡）
2021年度運営体制
a) 主査: 栗原聡 (慶應義塾大学)

主幹事 風間一洋 (和歌山大学)，鳥海不二夫（東京大学）
b)リエゾン企画委員
栗原聡 (慶應義塾大学)

c) 運営委員: 風間一洋 (和歌山大学)，内藤祐介 (人工生命研究所)，中島秀之 (札幌市立大
学)，廣津登志夫 (法政大学)，松尾豊 (東京大学)

2021年度は活動なし．

(7) 「実践的 IT教育」研究会 (主査：伊藤 恵)

研究会運営委員会の構成
主査：
伊藤 恵 （公立はこだて未来大学）
リエゾン企画委員：
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市川 尚 （岩手県立大学）
運営委員：
井垣 宏 （大阪工業大学）
大久保 隆夫 （情報セキュリティ大学院大学）
大場 みち子 （公立はこだて未来大学）
粂野 文洋 （日本工業大学）
田原 康之 （電気通信大学）
名倉 正剛 （南山大学）
橋本 正樹（情報セキュリティ大学院大学）
櫨山 淳雄 （東京学芸大学）
藤原 賢二（東京都市大学）
本田 澄 （大阪工業大学）
槇原 絵里奈 （同志社大学）
森本 千佳子 （東京工科大学）
吉岡 信和 （早稲田大学）
吉田 則裕（名古屋大学）
第 38回大会研究会 rePiTセッションの実施
6件の登壇発表からなるセッションを実施した．セッション終了後に参加者間の意見交換
会を行った．
第 8回実践的 IT教育研究シンポジウムの主催
日程：2022年 2月 5日（土）
開催場所：オンライン開催
主催：日本ソフトウェア科学会 実践的 IT教育研究会
協賛：情報処理学会 ソフトウェア工学研究会（SIGSE）
10:00 オープニング

10:05-11:00 [一般講演 1] PBL・遠隔学習支援 ¡座長：藤原 賢二（東京都市大学）¿

〇 (1-1) ソフトウェア開発 PBL で発生したユーザビリティバグ発生原因分析に基づく
ユーザインタフェース設計プロセス改善の提案（S）
美濃谷 拓郎，古川 貴一，櫨山 淳雄（東京学芸大学）
〇 (1-2)遠隔／ BYODによる初学者向けプログラミング演習を支援するシステムの開発
と運用（L）
中西 恒夫（福岡大学），久住 憲嗣（芝浦工業大学），藤永 拓矢（福岡大学）
〇 (1-3)オンライン授業におけるグループ活動のプロセス管理評価およびグループ活動支
援アプリの開発（S）
亀沢 佑一，國田 樹（琉球大学）

11:10-12:20 [一般講演 2] プログラミング教育支援 ¡座長： 井垣 宏（大阪工業大学）¿

〇 (2-1)写経型プログラミング学習におけるつまづきを減らす学習支援環境の提案（S）
柿花 敦志，満田 成紀（和歌山大学），福安 直樹（大阪工業大学）
〇 (2-2)ファジングツール AFLの利用を支援するツール Fuzz4Bによるファジング教育
の試み（S）
宮木 龍，吉田 則裕（名古屋大学），藤原 賢二（東京都市大学），高田 広章（名古屋大学）
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〇 (2-3)静的解析による UMLステートマシン図答案の誤り特定自動化手法の評価（S）
五島 光祥，小形 真平（信州大学），槇原 絵里奈（同志社大学），岡野 浩三（信州大学）
〇 (2-4)トレース表の作成過程を利用した学習者のプログラム理解過程の分析（L）
尾﨑 弘幸，橋浦 弘明（日本工業大学）

12:20-13:30 昼休憩 ※懇親用にオンライン開放予定

13:30-14:45 [招待講演] ¡司会： 伊藤 恵（公立はこだて未来大学）¿

「実践的 IT教育への取組　-筑波大学における事例-」
三末 和男 教授 (筑波大学・システム情報系)

14:55-15:40 [一般講演 3] 教育実践報告（1）一般 ¡座長： 槇原 絵里奈 （同志社大学）¿

〇 (3-1)数学的論理思考を導入するための小中学生対象の公開講座の実践（S）
大西 孝臣，山本 椋太，中村 嘉彦（苫小牧工業高等専門学校）
〇 (3-2) 非 IT 分野の学生を対象とした IoT デザイン教育プログラムの開発とその実践
（S）
山田 哲（リコー／香川大学），後藤田 中，米谷 雄介，國枝 孝之（香川大学），松永 智広，
永田 匡（リコー），八重樫 理人（香川大学）
〇 (3-3)実施場所に依存しないプログラミング演習システム構築と教育実践の報告（S）
鈴木 康人（沼津工業高等専門学校）

15:50-16:35 [一般講演 4] 教育実践報告（2）セキュリティ教育 ¡座長：大久保 隆夫（情報
セキュリティ大学院大学）¿

〇 (4-1)リカレント教育向け「BCP 体験型机上演習」オンライン演習設計の開発と教育
実践例（S）
藤岡 福資郎，岡谷 貢，小出 洋（九州大学）
〇 (4-2)サイバーセキュリティ教育訓練プログラム SECKUN の開発と教育実践（S）
藤岡 福資郎，小出 洋（九州大学）
〇 (4-3)情報セキュリティ人材育成のための形式的安全性検証ツール学習用 eラーニング
環境の構築（S）
大町 隆人（大阪電気通信大学），岡崎 裕之（信州大学），布田 裕一（東京工科大学），村
上 恭通（大阪電気通信大学）

16:45-17:40 [一般講演 5] チーム開発 ¡座長： 吉田 則裕（名古屋大学）¿

〇 (5-1)チームレビューが及ぼす学生の自発的なプログラミング行動への影響についての
分析と考察（L）
堀口 諒人，井垣 宏（大阪工業大学）
〇 (5-2)アジャイルチームの漸進的な形式知化手法（S）
川口 一画（筑波大学），小林 恭平（デロイトトーマツコンサルティング），早瀬 康裕（筑
波大学），渡辺 知恵美（筑波技術大学）
〇 (5-3)大学研究室におけるアジャイルプロセスによるプロダクト開発に向けて（S）
杉田 卓斗，安藤 玲央，越前谷 彩乃，榎本 シン，松野 裕（日本大学）
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17:40-17:50 クロージング ※クロージング後，オンライン懇親会開催を予定

コンピュータソフトウェア誌 論文「実践的 IT教育」特集の発行
論文誌「実践的 IT教育」特集号を発行（2022年 5月刊行）．掲載論文全 2篇とも rePiT

シンポジウム 2021と連動して応募された論文である．

(8) 「機械学習工学」研究会 (主査：石川冬樹)

2021年度運営体制
a)主査
石川 冬樹（国立情報学研究所）
b) リエゾン企画委員
鎌田 篤慎（ヤフー）
c) 運営委員
石川 冬樹（国立情報学研究所），鵜林 尚靖（九州大学），江澤 美保（株式会社クレスコ），
太田 満久（ブレインパッド），鎌田 篤慎（ヤフー），竹内 広宜（武蔵大学），土肥 拓生（ラ
イフマティクス），橋本 順之（グリー），原 聡（大阪大学），宮崎 崇史（ヤフー），丸山 宏
（Preferred Networks），守田 憲司（Preferred Networks），吉岡 信和（国立情報学研究
所），吉崎 亮介（キカガク），吉田 則裕（名古屋大学）
2021年活動報告
2021/07/01-07/03 第 4回機械学習工学ワークショップ（MLSE夏合宿 2021）・オンライ
ン（95名）2021/07/28 セキュリティ勉強会・オンライン（259名）2020/11/29-12/03

第 3回 AI/IoTシステム安全性シンポジウム・オンライン（300名）2021/12/06 iMLSE

2021: The 3rd International Workshop on Machine Learning Systems Engineering (in

Conjunction with APSEC 2021)・オンライン（19名）2021/11 月から随時 iMLSE論
文読み会・オンライン（各回 10名程度）
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3.6 共催・協賛
会議等の共催・協賛・後援の承認件数は以下の通りであった．
共催： 0件　　協賛： 11件　　後援： 2件

3.7 広報関係
本学会の Web ページ（http://www.jssst.or.jp/）および会員メーリングリスト

（jssst members@jssst.or.jp）を通じて，会員への情報提供を行った．Twitter のアカ
ウント (JSSST Info)を通じた広報活動も継続している．授賞については、Webペー
ジ、Twitterを通じて、なるべく早く公知している．

4. 選挙
2022年度定時社員総会で任期満了となる役員に対する選挙は，2021年 11月 12日よ

り 2022年 1月 7日まで候補の推薦を受け付けた．その結果，役員選挙候補者（理事）
として 7名，役員選挙候補者（監事）として 1名の立候補があった．全員が役員候補者
選考委員会にて候補者として選考され，正会員による投票に付された．投票は，2022

年 3月 1日から 2022年 3月 15日までの期間に行われた．同時に役員選挙候補者選考
委員の正会員による審査も行われた．結果は次の通りであった．

役員候補者（理事）選挙　選出
五十嵐 淳 沢田 篤史 前田 俊行
五十嵐 悠紀 松原 繁夫 森本 千佳子
吉田 則裕

役員候補者（監事）選挙　選出
位野木 万里

役員候補者選考委員　信任
大沢英一 大須賀昭彦 小野寺民也 千葉滋 中島震 丸山宏

役員選挙候補者（理事・監事）全員がそれぞれ，社員総会における役員選任の対象候
補者として選出され，また，役員候補者選考委員全員が信任を受けた．

なお，この選挙における選挙管理委員会の構成は次の通りである．

選挙管理委員会
河野健二 佐藤周行 吉田健一
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一般社団法人日本ソフトウェア科学会
（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 差　異
・
１．事業活動収入

学会本部事業 12,900,000 13,256,465 △ 356,465
入会金・会費収入 8,500,000 9,451,000 △ 951,000
大会収入 1,000,000 966,539 33,461
機関誌収入 3,000,000 2,670,000 330,000
講習会収入 200,000 36,000 164,000
雑収入 200,000 132,926 67,074

基礎研究賞事業 200,000 0 200,000
基礎研究賞副賞収入 200,000 0 200,000

研究会事業 15,950,000 12,001,150 3,948,850
PPL 2,500,000 910,024 1,589,976
MACC 100,000 0 100,000
ISS 8,000,000 7,748,618 251,382
FOSE 4,000,000 2,926,027 1,073,973
DSW 600,000 19,000 581,000
EIN 150,000 0 150,000
rePiT 200,000 0 200,000
MLSE 400,000 397,481 2,519

事業活動収入計 29,050,000 25,257,615 3,792,385
２．事業活動支出

学会本部事業 13,450,000 11,156,610 2,293,390
研究活動費 260,000 160,000 100,000
大会業務費 500,000 582,162 △ 82,162
機関誌購入費 8,100,000 6,257,050 1,842,950
機関誌業務費 500,000 511,620 △ 11,620
講習会業務費 200,000 66,822 133,178
委託手数料 230,000 240,824 △ 10,824
租税公課 300,000 120,000 180,000
事務局費 2,600,000 2,456,212 143,788
事務局変動費 400,000 301,794 98,206
雑費 350,000 460,126 △ 110,126
予備費 10,000 0 10,000

基礎研究賞事業 200,000 200,000 0
基礎研究賞副賞支出 200,000 200,000 0

研究会事業 16,050,000 11,077,599 4,972,401
PPL 2,500,000 741,654 1,758,346
MACC 100,000 19,270 80,730
ISS 8,000,000 7,500,861 499,139
FOSE 4,100,000 2,515,058 1,584,942
DSW 600,000 0 600,000
EIN 150,000 75,419 74,581
rePiT 200,000 26,678 173,322
MLSE 400,000 198,659 201,341

事業活動支出計 29,700,000 22,434,209 7,265,791
当期収支差額 △ 650,000 2,823,406 △ 3,473,406
前期繰越収支差額 40,890,131 40,890,131 0
次期繰越収支差額 40,240,131 43,713,537 △ 3,473,406

収支計算書

2021年 4月 1日から2022年 3月31日まで



一般社団法人日本ソフトウェア科学会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  資産の部

１．流動資産
現金預金 44,112,487 41,971,811 2,140,676

ゆうちょ銀行振替口座 1,951,944 3,887,927 △ 1,935,983
普通預金 31,441,310 27,942,873 3,498,437

三井住友銀行/大塚支店 3,545,107 4,731,760 △ 1,186,653
三井住友銀行/大塚支店(緊急対応費) 888,429 888,429 0
PayPay銀行/すずめ支店 9,461,700 4,961,917 4,499,783
PayPay銀行/すずめ支店(大会) 4,808,011 4,422,374 385,637
ゆうちょ銀行/008支店 9,627,435 9,627,765 △ 330
ゆうちょ銀行/008支店(基礎研究賞口) 3,110,628 3,310,628 △ 200,000

各研究会口座 10,719,233 10,141,011 578,222
PPL/PayPay 2,679,458 2,929,782 △ 250,324
EIN/PayPay 17,346 17,346 0
DSW/PayPay 324,993 381,412 △ 56,419
FOSE/PayPay 3,672,829 3,237,920 434,909
ISS/PayPay 2,616,802 2,319,620 297,182
MACC/PayPay 714,250 733,520 △ 19,270
rePiT/PayPay 61,508 88,186 △ 26,678
MLSE/PayPay 290,603 433,225 △ 142,622
MLSE/PayPal 341,444 0 341,444

未収金 0 1,137 △ 1,137
未収金/PPL 321,020 361,840 △ 40,820
未収金/ISS 575 0 575

流動資産合計 44,434,082 42,334,788 2,099,294
資産合計 44,434,082 42,334,788 2,099,294

Ⅱ  負債の部
１．流動負債

未払金 438,590 510,907 △ 72,317
未払金/PPL 0 459,514 △ 459,514
未払金/FOSE 23,940 0 23,940
未払金/ISS 50,000 0 50,000
未払金/大会 1,260 0 1,260
前受会費 148,000 289,000 △ 141,000
預り金(源泉所得税) 8,755 15,236 △ 6,481
未払法人税等 0 70,000 △ 70,000
未払消費税等 50,000 100,000 △ 50,000

流動負債合計 720,545 1,444,657 △ 724,112
負債合計 720,545 1,444,657 △ 724,112

Ⅲ  正味財産の部
正味財産合計 43,713,537 40,890,131 2,823,406
負債及び正味財産合計 44,434,082 42,334,788 2,099,294

貸借対照表

2022年 3月31日現在



一般社団法人日本ソフトウェア科学会

（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　　額

(流動資産)
預金 ゆうちょ銀行振替口座 1,951,944

普通)三井住友/大塚 3,545,107
     三井住友/大塚 888,429
　　　　(緊急対応費)
PayPay/すずめ 9,461,700
PayPay/すずめ(大会) 4,808,011
ゆうちょ/008支店 9,627,435
ゆうちょ/008支店 3,110,628
　　　(基礎研究賞口)
PPL/PayPay 2,679,458
EIN/PayPay 17,346
DSW/PayPay 324,993
FOSE/PayPay 3,672,829
ISS/PayPay 2,616,802
MACC/PayPay 714,250
rePiT/PayPay 61,508
MLSE/PayPay 290,603
MLSE/PayPal 341,444

未収金/PPL 321,020
未収金/ISS 575

44,434,082

44,434,082

(流動負債)
未払金 438,590
未払金/FOSE 23,940
未払金/ISS 50,000
未払金/大会 1,260
前受会費 148,000
預り金(源泉所得税) 8,755
未払消費税等 50,000

720,545

720,545

43,713,537

財産目録

2022年 3月31日現在

貸借対照表科目

  流動資産合計

    資産合計

  流動負債合計

    負債合計

    正味財産







2021年度～2022年度役員選任の件 
 
役職  任期     氏名  備考 

理事  2020年度総会～2022年度総会  五十嵐淳 再任候補 
理事  2020年度総会～2022年度総会  石橋圭介 退任 
理事  2020年度総会～2022年度総会  大囿忠親 退任 
理事  2020年度総会～2022年度総会  沢田篤史 再任候補 

理事  2020年度総会～2022年度総会  前田俊行 再任候補 
理事  2020年度総会～2022年度総会  増原英彦 退任 
監事  2020年度総会～2022年度総会  吉岡信和 退任 

 
理事  2021年度総会～2023年度総会  綾塚祐二 任期中 
理事  2021年度総会～2023年度総会  鵜林尚靖 任期中 
理事  2021年度総会～2023年度総会  鵜川始陽 任期中 
理事  2021年度総会～2023年度総会  馬谷誠二 任期中 
理事  2021年度総会～2023年度総会  高田広章 任期中 

理事  2021年度総会～2023年度総会  野田夏子 任期中 
理事  2021年度総会～2023年度総会  井上拓  任期中 
監事  2021年度総会～2023年度総会  大場みち子 任期中 

 
 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  五十嵐淳 再任候補 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  五十嵐悠紀 新任候補 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  沢田篤史 再任候補 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  前田俊行 再任候補 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  松原繁夫 新任候補 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  森本千佳子 新任候補 
理事候補者 2022年度総会～2024年度総会  吉田則裕 新任候補 
監事候補者 2022年度総会～2024年度総会  位野木万里 新任候補 

 



2021年度の役員・各種委員 
理事 

• 理事長: 増原英彦 

• 副理事長: 高田広章 

• 2021 年度選出: 綾塚祐二 鵜林尚靖 鵜川始陽 馬谷誠二 野田夏子 井上拓 

• 2020 年度選出： 五十嵐淳 石橋圭介 大囿忠親 沢田篤史 前田俊行 

監事 

• 2021 年度選出： 大場みち子 

• 2020 年度選出： 吉岡信和 

編集委員会 

• 編集委員長：  河野健二 

• 副編集委員長： 横山大作 林晋平 

• 編集担当理事： 鵜川始陽 馬谷誠二 

• 編集委員 青木利晃 阿萬裕久 綾塚祐二 五十嵐悠紀 石井大輔 

       伊藤恵   岩崎英哉 河合栄治 河内谷清久仁 川端英之 

         粂野文洋 小宮常康 沢田篤史 島慶一 杉浦裕太 

         住井英二郎 宋剛秀 高田眞吾 千葉滋 中澤仁 

         中野圭介 花川典子 松田一孝 松野裕 門田暁人  

       山田浩史 吉田則裕 

企画委員会 

• 委員長：    綾塚祐二 

• 企画担当理事： 綾塚祐二 五十嵐淳 

• 企画委員： 綾塚祐二  五十嵐淳   大越匡   大嶽智裕 

          木下修司  來間啓伸   前田直人  横山大作 

• 研究会リエゾン委員:  阿萬裕久  市川尚   伊藤貴之  鎌田篤慎 

                    栗原聡   東藤大樹 西崎真也  松野裕 

評議員 

• 2020 年選出:  

井上克郎  筧捷彦   高橋和子  佐藤周行  中島震 

上田和紀  丸山宏   中島秀之  大堀淳   二木厚吉 

大須賀昭彦 加藤和彦  玉井哲雄  田中二郎 本位田真一 

佐々政孝  柴山悦哉  米崎直樹  大沢英一  深澤良彰 

亀山幸義 

 

役員候補者選考委員 

• 2018 年選出: 加藤和彦 萩谷昌己 中島震 田中二郎 徳田英幸 



2022年度事業計画

1. 会員
会員を増やすための努力をするとともに，会員数が減少しても運営できる財務体質を

目指す．

2. 会議
2.1 2022年度定時社員総会 (2022年 6月，都内もしくはオンラインにて開催)

2.2 理事会 (年 4回以上開催)

2.3 役員会 (年 6回以上開催)

2.4 評議員会 (年 1回開催)

3. 事業活動
3.1 機関誌発行

4冊の機関誌を編集刊行する．採録論文の一部は，機関誌のサイバー増大号の形で電
子的に出版する．現在の特集号の充実を維持すると同時に，トピックス記事なども積極
的に掲載し，より広く会員に読まれることを目指す．
会員が投稿しやすい機関誌を目指し，査読から掲載までのさらなる迅速化を図る．
特集号，推薦論文，大会同時投稿論文などを通して，研究会・大会との連携を深め，

掲載論文の充実を図る．
読者にとって親しみやすい解説論文の掲載を目指す．

3.2 大会
第 39回大会を以下の要領で開催する．

　　日　時： 2022年 8月 31日 (水)～9月 2日 (金)

　　 併設イベントは 8月 30日 (火)に開催予定
　　会　場： 南山大学およびオンラインのハイブリッド開催（予
定）
　　大会委員長： 沢田篤史（南山大学）
　　運営委員長： 横山哲郎（南山大学）
　　運営副委員長： 名倉正剛（南山大学）
　　プログラム委員長： 林晋平（東京工業大学）
　　登壇発表申込締切： 2022年 7月 8日（金）
　　講演論文原稿締切： 2022年 8月 10日（水）
　　デモ・ポスター発表申込締切： 2022年 8月 10日（水）

3.3 講習会
学会会員サービスとしてチュートリアルを実施し，また，大会併設企画，および大会

企画の立案・実施に協力する．2021年度の実績も踏まえ，今後の実施の方向性につい
て検討するとともに編集委員会との連携なども模索する．

3.4 研究会
次の 8研究会が活動する．各研究会の活動予定は下記の通りである．

(1) 「プログラミング論」研究会（主査：八杉 昌宏）

1



• 運営委員会の構成の変更
任期満了により，以下の運営委員 (敬称略) の交替を予定している．
退任 (3名): 八杉 昌宏 (主査，九州工業大学)，西崎 真也 (東京工業大学)，松崎 公
紀 (高知工科大学)

新任 (4名): 中野 圭介 (主査，東北大学)，稲葉 一浩 (Google)，江本 健斗 (九州工
業大学)，渡部 卓雄 (東京工業大学)

2022年度の運営委員は以下の 10名である (五十音順)．

稲葉 一浩 (Google)，上野 雄大 (新潟大学)，海野 広志 (筑波大学)，江本 健斗 (九
州工業大学)，笹田 耕一 (クックパッド)，末永 幸平 (京都大学)，寺内 多智弘 (早稲
田大学)，中野 圭介 (主査，東北大学)，平石 拓 (京都橘大学)，渡部 卓雄 (東京工業
大学)

• コンピュータソフトウェア誌の「プログラミングおよびプログラミング言語」特集号
PPL 2022 採録論文の一部の著者へ投稿を推奨予定

• 第 19回プログラミングおよびプログラミング言語に関するサマースクール
(PPL Summer School 2022) の主催
日本ソフトウェア科学会第 39回大会 併設
幹事：海野 広志 (筑波大学)

• 第 39回大会 PPLセッションの実施
大会 PPLセッションコーディネータ：上野 雄大 (新潟大学)

• 第 25回プログラミングおよびプログラミング言語に関するワークショップ
(PPL 2023) 主催
日程：2023年 3月中
プログラム共同委員長：松田 一孝 (東北大学)，小宮 常康 (電気通信大学)，組織委
員長：今井 敬吾 (岐阜大学)

• FLOPS 2022 (The 16th International Symposium on Functional and Logic Pro-

gramming) の主催
In Cooperation With: ACM SIGPLAN

日程：2022年 5月 10日–12日（オンライン化の方向で検討中）
場所：京都大学（京都市）
General Chair：五十嵐 淳 (京都大学)

Program Co-Chairs：Michael Hanus and Atsushi Igarashi

• 2022年度運営体制
a) 主査
中野 圭介 (主査: 東北大学)

b) リエゾン企画委員
渡部 卓雄 (東京工業大学)

c) 運営委員
稲葉 一浩 (Google)，上野 雄大 (新潟大学)，海野 広志 (筑波大学)，江本 健斗
(九州工業大学)，笹田 耕一 (クックパッド)，末永 幸平 (京都大学)，寺内 多智
弘 (早稲田大学)，中野 圭介 (主査: 東北大学)，平石 拓 (京都橘大学)，渡部 卓
雄 (東京工業大学)

d) 専門委員: なし
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(2) 「マルチエージェントシステムと協調計算」研究会（主査：大囿忠親）

• 合同エージェントワークショップ&シンポジウム (JAWS2022) 共催
• MACC研究会 1回開催
• クラウドソーシング研究会に協賛
• 2022年度運営体制

a) 主査
大囿忠親 (名古屋工業大学)

b) リエゾン企画委員
東藤大樹 (九州大学)

c) 運営委員
櫻井祐子 (産業技術総合研究所) 清雄一 (電気通信大学)

d) 専門委員
なし
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(3) 「インタラクティブシステムとソフトウェア」研究会（主査：志築文太郎）

• 第 30回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ (WISS

2022)

主催: 日本ソフトウェア科学会 インタラクティブシステムとソフトウェア研究会
日時: 2022年 12月 14日 (水)～16日 (金)（予定）
場所: Active Resorts 宮城蔵王 (〒 989-0916 宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉字鬼石
原 1-1)

プログラム委員長 志築文太郎 (筑波大)

実行委員長 村尾和哉 (立命館大) 副実行委員長 中野倫靖 (産総研)

収入予定 8,000,000 円、支出予定 8,000,000 円
• コンピュータソフトウェア誌への WISS 2022 推薦論文の提案
（WISS 2022 採録論文の一部の著者へ投稿を推奨予定）

• 情報処理学会インタラクション 2023に協賛予定
• エンタテインメントコンピューティング 2022に協賛予定
• 2022年度運営体制

a) 主査
志築文太郎 (筑波大)

b) リエゾン企画委員
伊藤貴之 (お茶大)

c) 研究会運営委員
綾塚祐二 (クレスコ) ，五十嵐悠紀 (明治大)，伊藤貴之 (お茶大)，丸山一貴 (明
星大)，宮下芳明 (明治大)，脇田建 (東工大) 寺田努 (神戸大)

d) 専門委員
なし

4



(4) 「ソフトウェア工学の基礎」研究会（主査：沢田 篤史）

• ワークショップ 1回開催
第 29回ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE2022

日程：2022年 11月 10日 – 12日
場所：島根県松江市 および オンライン（予定）
プログラム委員長：角田 雅照（近畿大学），まつ本 真佑（大阪大学）

• コンピュータソフトウェア誌の「ソフトウェア工学の基礎」特集号（予定）
• 大会にて研究会セッションを開催（2022年 9月）
• 協賛予定の会議
　機械学習工学研究会 シンポジウム
　ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2022）
　ソフトウェアテストシンポジウム (JaSST)

　 enPiT-Pro スマートエスイー　シンポジウム
• 2022年度運営体制

a) 主査
沢田 篤史（南山大学）

b) リエゾン企画委員
阿萬 裕久（愛媛大学）

c) 研究会運営委員
なし

d) 専門委員
なし
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(5) 「ディペンダブルシステム」研究会（主査：前田 俊行）

• 概要
2021年度までより引き続き，ディペンダブルシステムの理論や実装に関する先導研
究を推進するための討論・研究成果発表の場を設けることを目的にワークショップ
を開催する．

• 内容
第 20回ディペンダブルシステムワークショップ (DSW2022) の開催
日時: 2022年 12月頃
場所: 未定
幹事: 石井 大輔，松野 裕，大場 勝，木下 修司, 松原 克弥

• 予算
収入 : 600,000円
支出 : 600,000円

• 2022年度運営体制
a) 主査
前田 俊行 (千葉工業大学 人工知能・ソフトウェア技術研究センター)

b) リエゾン企画委員
松野 裕 (日本大学)

c) 運営委員

石井 大輔 (北陸先端科学技術大学院大学)，松野 裕 (日本大学)，大場 勝 (日産
自動車)，木下 修司 (東京都立産業技術大学院大学), 松原 克弥 (公立はこだて未
来大学)

d) 専門委員
なし
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